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高原水車場 

髙
原
水
車
友
の
会
通
信
（
第
１
６
号
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◆
第
８
回
総
会
中
止
の
お
知
ら
せ 

 

ご
あ
い
さ
つ 

み
な
さ
ま
、
お
元
気
に
お
す
ご
し
で
し
ょ
う
か
。
季

節
の
進
み
方
が
少
し
早
い
よ
う
で
す
が
、
満
開
の
桜
を

見
送
り
、
次
々
と
や
わ
ら
か
い
新
緑
に
つ
つ
ま
れ
る
こ

の
頃
で
す
。
植
物
は
い
つ
も
の
よ
う
に
芽
吹
き
花
を
咲

か
せ
て
い
る
の
に
、
人
間
は
い
つ
も
の
よ
う
に
は
行
か

な
い
厳
し
い
日
々
を
送
っ
て
い
ま
す
。 

高
原
水
車
友
の
会
で
は
、
水
車
復
元
に
向
け
て
歩
み

始
め
て
早
や
８
年
目
に
な
り
ま
す
。
ゆ
っ
く
り
で
す
が
、

多
く
の
方
々
の
心
温
ま
る
ご
支
援
に
支
え
ら
れ
て
、
歩

ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。 

 

     

 

水
車
と
歯
車
、
石
臼
が
連
動
し
て
、
少
し
で
す
が
粉

を
挽
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
今
の
課
題
は
、
ガ
ン

ド
（
篩
）
ま
で
小
麦
粉
を
運
ぶ
搬
送
装
置
の
復
元
で
す
。

同
時
に
、
こ
れ
ま
で
残
さ
れ
て
き
た
水
車
関
連
道
具
な

ど
を
、
わ
か
り
や
す
く
展
示
す
る
ス
ペ
ー
ス
の
整
備
も

ぜ
ひ
や
り
遂
げ
た
い
こ
と
で
す
。
小
さ
な
仕
事
を
始
め
、

新
た
な
集
い
の
場
に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。 

昨
年
は
、
５
月
の
総
会
を
中
止
に
し
ま
し
た
が
、
屋

外
で
の
水
車
場
の
公
開
や
修
繕
、
も
ち
麦
や
蕎
麦
の
栽

培
、
樹
木
の
伐
採
と
水
路
の
整
備
な
ど
日
常
活
動
を
地

道
に
続
け
て
き
ま
し
た
。
若
い
高
校
生
も
ふ
く
め
て
少

人
数
の
見
学
者
も
迎
え
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
企
画
委

員
会
で
検
討
し
た
結
果
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
状
況
を

見
る
と
、
今
年
の
第
８
回
総
会
も
中
止
せ
ざ
る
を
得
な

い
と
考
え
る
に
い
た
り
ま
し
た
。 

代
わ
り
に
規
模
を
縮
小
し
て
、
企
画
委
員
会
に
て
会

計
報
告
、
活
動
報
告
を
行
い
、
み
な
さ
ま
に
ご
報
告
い

た
し
ま
す
。
ご
了
承
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

ご
意
見

ご
要
望
な
ど
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。 

 
 

 
 

 
 

公
開
日
に
は
、
最
小
限
の
規
模
で
水
車
場
を
開
け
、

野
外
の
作
業
な
ど
、
相
談
し
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
き 

■
第
８
回
総
会
中
止
の
お
知
ら
せ 

 
 
…
…

１ 

■
ひ
と
く
ち
メ
モ
ー
工
場
原
動
機
増
設
願
い…

２ 

■
水
車
写
真
パ
ネ
ル
（
小
屋
裏
） 

 
 
 
…
…

２ 

■
林
小
学
校
３
年
生
水
車
見
学
を
ビ
デ
オ
で…

３ 

■
文
化
団
体
刊
行
誌
に
寄
稿
・
水
車
ニ
ュ
ー
ス
４ 

■
も
ち
麦
種
蒔
き
・
蕎
麦
の
脱
穀 

 
 
…
…

５ 

■
雛
祭
り
茶
会
・
も
ち
麦
畑
土
寄
せ 

 
 
 
…

６ 

■
垣
根
補
修
・
三
木
町
文
化
財
講
座 

 
 
…

７ 

■
納
屋
の
床
壁
補
強
・
水
輪
展
示
用
土
台
搬
入 

活
動
日
誌 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 
…
…

８ 
 

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
復
元
作
業
な
ど
の
速
度
は
緩

く
な
り
ま
す
が
、
動
き
出
し
た
水
車
を
見
守
っ
て
い
き

ま
す
。 

 

高
原
水
車
友
の
会
会
長 

平
田 

恵
美 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

副
会
長 

堀
家
み
ど
り 

 

企
画
委
員
会
委
員
長 

 

川
崎 

正
視 

次
の
資
料
を
同
封
し
ま
す
。 

◆
高
原
水
車
友
の
会
趣
意
書 

◆
２
０
２
０
年
度
活
動
報
告
・
課
題
を
ふ
り
返
っ
て 

◆
２
０
２
０
年
度
収
支
決
算
書 

◆
２
０
２
１
年
度
活
動
計
画 

◆
２
０
２
１
年
度
予
算
書 

◆
「
高
原
水
車
友
の
会
会
則
」 

※
「
水
車
通
信
」
第
１
６
号
（
本
号
） 

  

お
願
い 

会
員
の
皆
様
へ 

 

２
０
２
１
年
度
の
会
費
（
１
０
０
０
円
）
ま
た
は
未
納
会
費

の
納
入
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
振
込
手
数
料
が
高
く
な
っ
て

い
ま
す
の
で
、
可
能
な
場
合
は
手
渡
し
で
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

コ
ロ
ナ
禍
の
な
か
昨
年
に
続
い
て
、
今
年
も
総
会
を

中
止
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
４
月
２
４
日
（
土
）

企
画
委
員
会
を
開
き
ま
し
た
の
で
、
そ
の
結
果
を
ご

報
告
い
た
し
ま
す
。 

題字 森佐知子 

カット平田真咲 

すいしゃん 
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ひ
と
く
ち
メ
モ 

―

高
原
水
車
収
蔵
資
料
よ
り 

大
正
８
年
（
１
９
１
９
年
）、
香
川
県
知
事
宛
に
「
工

場
設
置
願
」
を
出
し
、
石
油
発
動
機
に
よ
る
動
力
を
利

用
し
て
き
た
。
何
度
か
の
設
備
変
更
を
経
て
、
昭
和
１

５
年
（
１
９
４
０
年
）
３
月
に
、
さ
ら
に
「
工
場
原
動

機
増
設
許
可
願
」
が
高
原
太
吉
か
ら
提
出
さ
れ
て
い
る
。 

□
の
位
置
（
現
在
の
製
麺
機
脇
）
に
追
加
設
置
さ
れ
た

ら
し
い
。 

 

資
料
番
号
０
２
７
６
（
文
化
庁
提
出
「
讃
岐
の
水
車
場

と
水
車
経
営
農
家
資
料 

総
括
表
」
よ
り
） 

水
車
写
真
パ
ネ
ル
よ
り
（
そ
の
２
） 

水
車
小
屋
の
屋
根
裏 

         
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

        
 
 
 
 

下
の
納
屋 

  

小
屋
裏
：
防
火
用
に
土
を
敷
い
て
い
る
。 

 

長
ら
く
物
置
き
ス
ペ
ー
ス
に
な
っ
て
い
た
。 

 

こ
の
下
に
は
、
納
屋
と
和
室
の
２
部
屋
が
あ
る
。

２
部
屋
と
も
床
な
ど
の
修
繕
は
終
わ
っ
て
い
る
。 

  

水
車
写
真
パ
ネ
ル
よ
り
（
そ
の
２
） 

水
車
小
屋
の
屋
根
裏 

         
 
 
 
 
 
 
 
 
 

小
屋
裏 

        
 
 
 
 

下
の
納
屋 

  

小
屋
裏
：
防
火
用
に
土
を
敷
い
て
い
る
。 

 

長
ら
く
物
置
き
ス
ペ
ー
ス
に
な
っ
て
い
た
。 

 

こ
の
下
に
は
、
納
屋
と
和
室
の
２
部
屋
が
あ
る
。

２
部
屋
と
も
床
な
ど
の
修
繕
は
終
わ
っ
て
い
る
。 

  

工
場
原
動
機
増
設
許
可
願 

 
 

 
 

 
 

木
田
郡
林
村
大
字
六
條
六
七
二
番
地 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

工
場
主 

 

高
原
太
吉 

私
儀
従
来
ヨ
リ
工
場
設
置
御
許
可
相
成
リ
就
業
中
ノ
処
、
現
在

ノ
馬
力
ニ
テ
ハ
能
率
不
足
ニ
付
新
タ
ニ
原
動
機
増
設
致
度
別

紙
関
係
書
類
並
図
面
等
相
添
ヘ
此
段
奉
願
候
也 

 
 

 

昭
和
拾
五
年
三
月
九
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

右 
 

 

高
原
太
吉 

○印 

香
川
県
知
事 

藤
岡
長
敏
殿 

 
 

 

（
中
略
） 

六
原
動
機
ノ
種
類 

馬
力
ヶ
数 

運
転
開
始
終
了
時
刻
、
石
油

機
関
ニ
付
消
音
装
置
ノ
概
要 

㈠ 

在
来
ヨ
リ
ノ
原
動
機
ノ
種
類 

 

大
阪
広
瀬
式
無
点
火
石
油
発
動
機 

 

壱
台 

㈡ 

増
設
セ
ム
ト
ス
ル
原
動
機
ノ
種
類 

 

農
用
式 

タ
イ
ト
石
油
発
動
機 

 
 

壱
台 

 
 

 
 

 

馬
力 

 
 

 

三
馬
力
半 

 
 

 
 

 

運
転
開
始
時
刻 

午
前
八
時 

 
 

 
 

仝
終
了
事
項 

 

午
後
七
時 

 
 

 
 

消
音
装
置
ハ
別
ニ
設
備
セ
ス
其
侭
ナ
リ 

七
機
械
器
具
ノ
名
称
及
箇
数 

 

増
設
後
ノ
モ
ノ 

㈠ 

原
動
機 
五
馬
力
壱
台 

三
馬
力
半
壱
台 

弐
台 

㈡ 

精
穀
機 

 
 

二
臼
付 

 
 

 
 

 
 

 

六
台 

㈢ 

ロ
ー
ル 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

壱
台 

㈣ 

摩
擦
機 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

壱
台 

仕
様
書 

一
新
設
ス
ヘ
キ
原
動
機
ノ
基
礎
及
基
礎
方
法 

 

右
原
動
機
ノ
基
礎
ハ
東
西
四
尺
、
南
北
一
尺
七
寸
、
厚
サ
八

寸
ノ
庵
治
石
ニ
四
ケ
所
ノ
穴
ヲ
穿
チ
原
動
機
ノ
振
動
セ
サ

ル
様
ボ
ー
ト
ヲ
以
テ
連
結
ス 

二
危
害
予
防
及
衛
生
設
備
ノ
概
要 

危
害
予
防
ト
シ
テ
ハ
工
場
ヘ
ハ
常
時
使
用
ノ
モ
ノ
以
外
ノ

者
ハ
這
メ
ス
、
為
メ
ニ
其
侭
ト
シ
、
衛
生
設
備
ト
シ
テ
ハ
隣

家
ニ
水
原
医
師
ア
ル
ニ
付
工
場
内
ニ
ハ
別
途
設
備
セ
ス 

 
 

（
後
略
） 



第 16号              高原水車友の会通信        令和 3年（2021）5月 10日 

 

３ 

 

林
小
学
校
３
年
生
、
水
車
見
学
を
ビ
デ
オ
で 

１
月
に
予
定
さ
れ
て
い
た
見
学
会
は
、
残
念
な
が
ら

中
止
と
な
り
ま
し
た
が
、
急
き
ょ
ビ
デ
オ
撮
影
し
て
動

画
を
送
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
水
車
の
周
り
の
風
景

や
水
の
導
入
水
路
の
様
子
、
水
車
の
し
く
み
と
特
徴
と

歴
史
な
ど
を
友
の
会
メ
ン
バ
ー
が
お
話
し
し
ま
し
た
。 

質
問
の
や
り
取
り
も
し
ま
し
た
。
と
て
も
か
わ
い
く

温
か
い
感
想
文
が
た
く
さ
ん
寄
せ
ら
れ
感
激
し
て
い

ま
す
。
中
に
は
、
「
ぼ
く
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
や
り
た

い
」
「
水
車
の
こ
と
を
み
ん
な
に
教
え
た
い
」
と
い
う

文
章
が
あ
り
、
と
て
も
励
ま
さ
れ
ま
し
た
。 

 

               

い
く
つ
か
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

          

       

         

                           

・
高
原
水
車
友
の
会
の
み
な
さ
ま
、 

高
原
水
車
に
つ
い
て
の
ビ
デ
オ 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

・
水
車
の
こ
と
や
昔
の
物
が
ど
ん
な
物

か
が
よ
く
わ
か
り
ま
し
た
。
お
母
さ
ん

に
水
車
の
こ
と
を
話
し
ま
し
た
。
友
だ

ち
を
つ
れ
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
行
っ

て
み
た
い
で
す
。
こ
わ
れ
た
ら
自
分
た

ち
で
直
す
の
は
す
ご
い
な
あ
と
思
い 

 
 
 

た
。
ま
し
た
。 

 

・
水
車
の
い
ろ
い
ろ
な
し
く
み
に
つ
い
て
し
れ
て
す
ご

く
う
れ
し
い
で
す
。
ま
た
、
高
原
水
車
に
行
っ
て
み
た

い
で
す
。 

・
西
日
本
で
た
だ
一
つ
と
い
う
数
は
、
と
て
も
し
ょ
う

げ
き
て
き
で
し
た
。
行
き
た
い
で
す
。 

・
年
上
の
お
兄
さ
ん
や
お
ね
え
さ
ん
や
年
下
の
子
た
ち

に
「
わ
た
し
た
ち
の
す
む
と
こ
ろ
に
高
原
水
車
が
あ
る

ん
だ
よ
、
ぜ
ひ
い
っ
て
み
て
ね
」
と
い
っ
て
ひ
ろ
め
て

い
き
ま
す
の
で
お
仕
事
を
が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
ね
。 

・
水
車
で
あ
の
か
ら
く
り
を
う
ご
か
す
の
は
す

ご
い
と
お
も
い
ま
し
た
。
時
間
が
あ
っ
た
ら
お

て
つ
だ
い
に
い
き
ま
す
。 

・
ぼ
く
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
っ
て
み
た
い
で
す
。 

・
水
車
の
水
は
川
の
水
を
使
っ
て
い
る
こ
と
。

１
つ
の
部
ひ
ん
を
や
く
８
こ
を
使
っ
て
水
車
が

作
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
、
風
が
強
い
中
教
え
て

く
だ
さ
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
み
な

さ
ん
が
教
え
て
く
れ
た
「
高
原
水
車
」
は
林
町

の
ほ
こ
り
で
す
。 

・
高
原
水
車
を
知
ら
な
か
っ
た
の
で
、
見
れ
て

う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
行
っ
て
み
た
い
な
と
思

い
ま
し
た
。
高
原
水
車
を
の
こ
し
て
い
き
た
い

な
と
思
い
ま
し
た
。 

・
高
原
水
車
を
は
じ
め
て
見
ま
し
た
。
前
、
見

た
水
車
よ
り
３
倍
大
き
か
っ
た
で
す
。
す
て
き

な
「
Ⅾ
Ⅴ
Ⅾ
」
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

・
近
く
に
住
ん
で
い
る
の
に
と
て
も
有
名
な
高

原
水
車
を
ぜ
ん
ぜ
ん
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

・
昔
の
道
具
が
た
く
さ
ん
あ
っ
て
勉
強
に
な
り

ま
し
た
。 

・
す
い
し
ゃ
ん
と
友
だ
ち
に
な
り
た
い
な
。 

・
み
な
さ
ん
が
伝
と
う
を
守
っ
て
い
る
こ
と
が

す
て
き
だ
と
思
い
ま
し
た
。 
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「
高
原
水
車
」
の
修
理
と
再
稼
働 

高
原
水
車
友
の
会 

 

堀
家
み
ど
り 

＊
さ
ぬ
き
う
ど
ん
研
究
会
会
員
で
も
あ
る
堀
家
さ
ん
が
、

高
原
水
車
の
こ
れ
ま
で
の
保
存
活
動
に
つ
い
て
詳
し
く

報
告
し
て
い
ま
す
。 

 

「
高
原
水
車
そ
し
て
讃
岐
の
水
車
の
話
」 

 
 
 
 
 
 

高
原
水
車
友
の
会 

川
崎
正
視 

○
讃
岐
の
水
車
の
こ
と 

○
高
原
水
車
の
歴
史
な
ど 

○
水
車
の
復
元
と
高
原
水
車
友
の
会 

○
高
原
水
車
の

特
色
な
ど 

■
昔
の
景
観
が
色
濃
く
残
る
高
原
水
車
周
辺
の
特
徴
や
、

御
自
身
の
自
宅
近
所
に
あ
っ
た
水
車
利
用
経
験
も
書
か

れ
て
い
て
、
の
ど
か
な
讃
岐
の
や
ま
な
み
が
見
え
て
く
る

よ
う
な
文
章
に
な
っ
て
い
る
の
で
ど
う
ぞ
ご
一
読
く
だ

さ
い
。 

                           

文
化
団
体
刊
行
誌
に
寄
稿
し
ま
し
た 

 

さぬきうどん研究会 

『讃岐うどん』会報 37号 

令和 2年 12月 31日 

香川県歴史研究会 
『讃岐のやまなみ』第 10号
記念号 令和３年４月 10日 

日
本
の
水
車
・世
界
の
水
車
ニ
ュ
ー
ス 

★
当
会
の
発
起
人
・
顧
問
大
石
道
義
教
授
が

教
育
功
労
者
と
し
て
文
科
省
か
ら
表
彰
さ
れ

ま
し
た
。
西
日
本
短
期
大
学
緑
地
環
境
学
科

で
３
０
年
以
上
指
導
し
、
こ
の
た
び
退
職
さ
れ

ま
し
た
。
高
原
水
車
周
辺
の
農
地
保
存
プ
ラ

ン
も
提
案
さ
れ
て
い
ま
す
。
ど
う
か
お
元
気

で
、
高
松
に
も
お
出
で
下
さ
い
。 

★
小
郡
市
の「
田
中
三
次
郎
商
店
」
築
１
４
０

年 

記
念
館
に
改
修―

（ 

西
日
本
新
聞
令
和

３
年
２
月
８
日
） 

明
治
１
０
年
創
業
、
製
粉
用

の
網
や
医
療
用
繊
維
を
販
売
し
、
世
界
３
０
か

国
と
取
引
が
あ
る
国
際
的
な
企
業
。
高
原
水

車
の
ガ
ン
ド
の
絹
布
も
こ
ち
ら
の
お
世
話
に

な
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
記
念
館
に
は
、
創
業

以
来
の
販
売
台
帳
や
過
去
の
商
品
を
展
示
す

る
予
定
と
の
こ
と
。 

★
池
森
先
生
、
旧
家
の
荷
物
か
ら
英
国
５
ペ
ン

ス
硬
貨
発
見
！
デ
ザ
イ
ン
は
、
マ
ン
島
レ
デ
ィ

イ
ザ
ベ
ラ
水
車
（ 

世
界
最
大
の
稼
働
水
車
） 

★
酒
造
り
の
水
車
か
ら
次
世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー

考
え
る 

神
戸
で
シ
ン
ポ
（
神
戸
新
聞

N
E
X
T
2
0
2
0
.1

1
.1

） 

 
 

 
 

 
 

 
 

池
森
寛
名
誉
教
授
提
供 
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５ 

 

も
ち
麦
種
蒔
き 

２
０
２
０
年
１
２
月
８
日
（火
） 

       

蕎
麦
の
脱
穀 

２
０
２
０
年
１
２
月
２
１
日
（月
） 

 

 

 
 

       

           
 

 

       

師走の冬晴れの日に

よく乾燥した蕎麦を

脱穀する友の会。しっ

ぽくの年越しそばも。 

旧古川に近い低地の三角形

の区画に、昔ながらの種蒔

き器をコロコロ押して、種

を蒔いた。畝の土寄せをし

て完了！初夏には紫色の麦

が熟れるはず。 

そば粉で作ったお菓子 菓子作り名人の会員もいます～ 
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６ 

 

雛
祭
り
お
茶
会 

２
０
２
１
年
２
月
２
７
日
（土
） 

        

        

      

      

      

も
ち
麦
畑
の
土
寄
せ
作
業 

２
０
２
１
年
３
月
２
７
日 

  

お
茶
会 

お抹茶とお菓子で身体も温まる 一服 

蕎
麦
打
ち
名
人 

静かに食べています。外では食べられない寒さ―― 

紅
型
染 

高
原
眞
理
子
作
（
原
画
） 

ちらし寿司と牡蠣フライのご馳走！ 
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７ 

 

 

垣
根
作
り
作
業 

令
和
３
年
４
月
１
１
日 

会
員
飯
沼
さ
ん
の
指
導
で
垣
根
の
竹
を
結
び
直
し
た
。 

 

    
 
 
 
 
 
 
 
 

令
和
３
年
２
月
２
７
日 

木
田
郡
三
木
町
の
み
な
さ
ん
が
午
前
中
高
原

水
車
を
見
学
、
午
後
三
木
町
防
災
セ
ン
タ
ー
で

「
動
き
出
し
た
水
車
」
講
座
を
開
き
ま
し
た
。 

講
師
は
友
の
会
企
画
委
員
川
崎
正
視
氏
が
、
画

像
を
使
っ
て
講
演
し
ま
し
た
。
質
問
も
出
て
盛

会
で
し
た
。
こ
の
行
事
は
コ
ロ
ナ
禍
で
１
年
延

期
の
末
、
実
現
し
ま
し
た
。 

               

                           

古川の土手に上がり、溜池のことなど話す 石積み水路整備の経過を写真パネルで示す 

三
木
町
文
化
財
公
開
講
座 

水
車
見
学
会
と
講
演
会 
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８ 

 

納
屋
の
床
・壁
補
強
修
繕 

水
車
場
に
隣
接
し
て
い
る
納
屋
（
文
化
財
登
録
の
範
囲
）

は
床
の
根
太
が
朽
ち
、
壁
も
落
ち
て
い
た
。
こ
の
工
事

で
（
株
式
会
社
「
創
芸
」
に
よ
る
）
水
車
関
連
道
具
の

展
示
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
整
備
す
る
こ
と
が
出
来
た
。 

３
月
９
日
完
了 

 
 

水
輪
展
示
用
土
台
の
搬
入 

４
月
２
４
日
・２
５
日 

                          

活
動
日
誌
２
０
２
０
年
秋
～
２
０
２
１
年
春 

 

１
１
／
３ 

ト
イ
レ
の
屋
根
瓦
修
繕 

１
１
／
２
８
公
開
日 

蕎
麦
の
刈
り
取
り
乾
燥 

 

１
２
／
５ 

「
高
原
水
車
友
の
会
通
信
」
第
１
５
号 

１
２
／
８ 

も
ち
麦
蒔
き 

１
２
／
２
１
蕎
麦
脱
穀 

１
２
／
３
１
さ
ぬ
き
う
ど
ん
研
究
会
会
報
「
讃
岐
う
ど 

ん
」
第
３
７
号
に
堀
家
み
ど
り
氏
「
高
原 

水
車
の
修
理
と
再
稼
働
」
を
寄
稿 

１
／
３
０ 

公
開
日 

水
路
掃
除 

樹
木
伐
採 

２
／
２
４ 

林
小
学
校
３
年
生
見
学
会
中
止
し
、
ビ
デ

オ
を
渡
す 

２
／
２
７ 

公
開
日 

三
木
町
か
ら
見
学
者
・
講
座 

３
／
９ 

 

水
車
場
内
納
屋
の
床
壁
修
理
完
了 

３
／
２
７ 

公
開
日 

麦
畑
作
業 

お
茶
会
も 

４
／
１
０ 

「
讃
岐
の
や
ま
な
み
」
に
川
崎
正
視
氏
「
高 

原
水
車
そ
し
て
讃
岐
の
水
車
の
話
」
寄
稿 

４
／
２
３ 

福
武
財
団
へ
２
０
２
０
年
度
助
成
金
結

果
報
告
書
提
出 

４
／
２
４ 

企
画
委
員
会
で
総
会
議
題
討
議 

～
２
５ 

野
瀬
大
工
、
水
輪
展
示
用
土
台
搬
入 

 
 【

後
記
】 

制
限
の
多
い
毎
日
で
し
た
が
、
振
り
返
る

と
水
車
の
内
外
で
、
で
き
る
こ
と
を
着
実
に
や
っ
て

き
ま
し
た
。
小
学
生
の
感
想
文
に
あ
っ
た
よ
う
に
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
を
歓
迎
し
ま
す
。 

友
の
会
会
長 

平
田
恵
美 

 

高
原
水
車
友
の
会 

連
絡
先 

 
 

０
８
７
７
（３
３
）４
６
０
１ 

堀
家 

先代の水車を長屋に展示する

ための土台が搬入された。野

瀬棟梁は水輪の重量に耐えら

れる土台を設計作製した。 

文化庁と相談しながら慎重に

組み立てる予定。 

壁の補強 
修繕後の床 


